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役職 氏名 推薦団体 委員会

会長 中 村 洋 三 高松市牟礼地区連合自治会 企画調整

副会長 奥 谷 義 明 文化協会むれ コミセン管理

副会長 松原 伊早惠 牟礼町心身障害児者育成会 コミセン管理

副会長 奥 弘 文 むれスポーツクラブ 企画調整

副会長 松 浦 隆 行 事務局長　旧役員 企画調整

理事 宮 本 健 治 高松市消防団牟礼分団 コミセン管理

理事 井 上 孝 志 牟礼地区自主防災組織連合会 コミセン管理

理事 宮 地 満 信 高松市牟礼庵治商工会 コミセン管理

理事 陶 山 仁 牟礼町青年会 企画調整

理事 落 合 賢 むれ百年会 企画調整

理事 有 野 道 弘 夢励人プロジェクト 企画調整

理事 山 花 健 香川県農協牟礼支店運営委員会 コミセン管理

理事 坂 本 昭 雄 牟礼地区社会福祉協議会 コミセン管理

理事 久 保 郁 代 高松市食生活改善推進協議会牟礼地区 コミセン管理

理事 牟 禮 大 牟礼小学校ＰＴＡ 企画調整

理事 鹿 谷 賢 也 牟礼北小学校ＰＴＡ 企画調整

理事 石 原 衛 牟礼南小学校ＰＴＡ 企画調整

理事 中 村 卓 史 牟礼中学校ＰＴＡ 企画調整

理事 十 河 伯 行 旧役員 コミセン管理

理事 福 光 正 明 旧役員 コミセン管理

理事 和 泉 憲 旧役員 企画調整

理事 大 西 由 美 旧役員 企画調整

理事 小 山 智 旧役員 コミセン管理

理事 牟 禮 俊 也 旧役員 企画調整

監事 坂 本 英 之 讃岐石材加工協同組合 ー

監事 久 保 勝 彦 牟礼地区民生委員児童委員協議会 ー

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

私
が
生
ま
れ
、
そ
し
て
今

日
ま
で
育
て
て
も
ら
っ
た
ま
ち

“
牟
礼
町
”
。
そ
ん
な
ご
縁
も

あ
っ
て
、
４
月
１
日
よ
り
牟
礼

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
長
に

就
任
し
ま
し
た
井
上
政
治
と

申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

牟
礼
町
の
ま
ち
づ
く
り
活

動
や
生
涯
学
習
活
動
の
拠

点
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ふ
れ
あ

い
交
流
の
場
と
な
る
の
が
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
す
。 

 

人
と
人
と
の
関
係
は
、
す
べ

て
が
“
お
互
い
さ
ま
”
“
お
か
げ

さ
ま
”
の
気
持
ち
で
成
り
立
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
謙
虚

井上センター長 

さ
と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
皆
さ
ま
が
気
持
ち
よ

く
利
用
で
き
る
、
ま
た
利
用
し

た
く
な
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
し
て
い
く
と

と
も
に
、
牟
礼
が
い
つ
ま
で
も

元
気
な
町
で
あ
り
続
け
る
よ

う
、
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

ど
う
か
、
お
気
軽
に
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。 

 
今
年
度
も
昨
年
度
と
同

様
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
連

合
自
治
会
、
衛
生
組
合
協

議
会
の
総
会
は
書
面
決
議

と
な
り
ま
し
た
。 

議
案
は
昨
年
度
事
業
報

告
、
決
算
、
本
年
度
事
業
計

画
、
予
算
案
、
本
年
お
よ
び

次
年
役
員
案
を
書
面
で
承

認
を
得
ま
し
た
。 

４
月
２１
日
に
第
１
回
役

員
会
を
開
催
し
、
互
選
に
よ

る
役
職
が
以
下
の
表
の
よ
う

に
決
定
し
ま
し
た
。 

今
年
度
も
昨
年
度
と
同

様
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
む

れ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

総
会
は
書
面
決
議
と
な
り

ま
し
た
。 

議
案
は
１
号
議
案-

令

和
３
年
度
事
業
報
告
、
２

号
議
案-

令
和
３
年
度
７

会
計
の
決
算
報
告
、
３
号

議
案-

令
和
４
年
度
事
業

計
画
案
、
４
号
議
案-

令
和

４
年
度
７
会
計
の
予
算

案
、
５
号
議
案-

役
員
改
正

案
は
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し

た
。 

 

令
和
４
年
度
予
算
は
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
を
除
く
６

会
計
合
計
２
７
，
６
２
０
千

円
で
昨
年
度
決
算
よ
り
０
．

２
％
増
加
、
一
方
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
は
１
０
，
７
７
０

千
円
で
昨
年
度
決
算
と
ほ

ぼ
同
額
と
な
り
ま
し
た
。
新

役
員
と
役
職
、
委
員
は
左

記
の
一
覧
の
と
お
り
で
す
。 

３
年
ぶ
り
に
「
お
い
で
ま

い
祭
り
」
を
開
催
す
る
こ
と

が
実
行
委
員
会
で
決
定
さ
れ

ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
を
受
け
、
全
国

的
に
あ
ら
ゆ
る
「
動
き
」
や

「
に
ぎ
わ
い
」
が
失
わ
れ
、

「
お
い
で
ま
い
祭
り
」
も
４５

回
の
節
目
を
前
に
２
年
連
続

の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
渦
が
長
期
化

す
る
中
で
、
社
会
全
体
が
閉

塞
感
に
苛
ま
れ
地
域
活
力
も

衰
退
す
る
な
ど
、
社
会
や
経

済
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を

鑑
み
「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」
へ

と
舵
が
切
ら
れ
、
各
所
で
そ

の
動
き
が
見
え
始
め
る
と
と

も
に
賑
わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
今
年
の
「
お
い
で
ま
い
祭

り
」
は
、
規
模
縮
小
・
内
容
変

更
を
し
、
感
染
拡
大
防
止
対

策
を
講
じ
た
上
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
「
想
い
」
の
下
に
「
お
い

で
ま
い
想
い
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
事
業
を
実
施
し

ま
す
。 

午後７時３０分 ～ ７時４０分 オープニングセレモニー 

  ７時４０分 ～ ８時００分 夏の夜空に響け 和太鼓集団「夢幻の会」 

  ８時００分 ～ ８時３０分 百花繚乱・花火ショー 

例年のようなステージイベントやバザーによる飲食販売は致しません。 

駐車場は川東埋立地内に白線を引いて整備しますので、それ以外の会場周辺には駐車

しないようお願いします。 

会場内は安全対策のため高松北警察署の職員が巡回パトロールを実施します。 

 

 主催 むれコミュニティ協議会・おいでまい祭り実行委員会 

協賛 むれで花火をあげる会・牟礼地区連合自治会・高松市牟礼庵治商工会・牟礼町青

年会・むれ百年会・牟礼町心身障害児(者)育成会・夢励人プロジェクト 

後援 高松市 

協力 牟礼漁業協同組合・高松市消防団牟礼分団・高松北警察署・牟礼三校区子ども会

連合会 

 

連合自治会

役職名
氏名 自治会名

衛生組合

役職名

会長 中村洋三 川西 会長

副会長 中村文司 役戸 副会長

副会長 三野正明 反熊 副会長

副会長 奥谷義明 宮北 副会長

副会長 玉越範子 落合 副会長

会計 木村茂幸 菜切 会計

理事 森﨑幹雄 薬師団地 理事

理事 矢野充彦 羽間 理事

監事 坪井洋二 宮の下 監事

監事 野口 卓 原クリーンハイツ 監事

http://www.hirata-tentsyoukai.com

https://www.hirata-tentsyoukai.com/
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与
一
く
ん
ど
ら
焼
き
１

個
百
三
十
円
。
集
会
や
会
議

の
お
茶
受
け
に
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
予
約
注
文
で

す
。 

 

令
和
４
年
４
月
30

日
「
Ｏ
Ｈ
Ｋ
杯
第
43

回
香
川
県
少
年
柔
道

選
手
権
大
会
」
が
高
松

市
総
合
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
牟
礼

柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
か
ら
優
勝
４
名
、
準

優
勝
７
名
、
３
位
10

名
と
過
去
最
高
の
成

績
を
収
め
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

   

４
月
に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦
の
ド
バ
イ
で
開
催
さ
れ
た

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
世
界
ジ
ュ

ニ
ア
・
カ
デ
選
手
権
に
、
牟
礼

町
在
住
の
後
藤
千
里
選
手

（
高
松
北
高
２
年
）
が
出
場

し
ま
し
た
。
90
人
が
出
場
し

た
カ
デ
（
17
歳
以
下
）
の
女

子
サ
ー
ブ
ル
に
出
場
し
、
７

人
で
争
わ
れ
た
予
選
リ
ー
グ

を
見
事
に
４
勝
２
敗
で
通
過

し
ま
し
た
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
２
回
戦
で
イ
タ
リ
ア
の

選
手
に
敗
れ
た
も
の
の
43
位

与
一
く
ん
ク
ッ
キ
ー 

１
箱
６
枚
入
り 

七
百
五
十
円
（
税
込
） 

牟
礼
町
浜
西
自
治
会
の
大

林
由
美
子
さ
ん
は
、
約
15
年

前
か
ら
高
松
海
上
保
安
部
や

県
警
な
ど
か
ら
の
依
頼
で
、
こ

れ
ま
で
に
１００
体
以
上
の
身
元

不
明
者
遺
体
の
歯
牙
鑑
定
に

尽
力
し
、
身
元
特
定
に
貢
献

し
た
と
し
て
、
第
六
管
区
海

上
保
安
部
か
ら
感
謝
状
を
受

け
ま
し
た
。 

 

今
春
に
香
川
大
医
学
部
歯

科
口
腔
外
科
の
准
教
授
を
退

高松北高校 後藤千里選手 

タ
イ
と
健
闘
し
ま
し
た
。 

 

後
藤
選
手
が
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

太
田
雄
貴
選
手
が
、
男
子
フ

ル
ー
レ
団
体
戦
で
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
の
を
み
て
興
味

を
持
ち
、
香
川
ジ
ュ
ニ
ア
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
入
部

し
た
そ
う
で
す
。 

 

今
年
の
８
月
に
は
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競

技
が
、
地
元
の
高
松
市
総
合

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
出
場
権
を
獲
得
し
て
優

勝
を
目
指
せ
る
よ
う
に
、
得

意
の
ア
タ
ッ
ク
に
磨
き
を
掛

け
て
い
き
た
い
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。 

 

将
来
の
目
標
は
、
東
京
の

大
学
で
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
続

け
な
が
ら
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
、
常
に
全
日
本
大
会
の

上
位
に
入
っ
て
日
本
代
表
選

手
に
な
る
こ
と
だ
そ
う
で

す
。
今
後
の
活
躍
を
期
待
せ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

職
、
現
在
は
客
員
研
究
員
と

し
て
在
籍
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

東
日
本
大
震
災
発
生
時
に

は
、
身
元
不
明
遺
体
の
鑑
定

の
た
め
、
県
歯
科
医
師
会
か

ら
の
派
遣
で
岩
手
県
釜
石
市

と
宮
古
市
へ
赴
き
ま
し
た
。

安
置
所
に
は
整
然
と
棺
が
並

び
、
泣
き
崩
れ
る
遺
族
の
姿

も
あ
り
ま
し
た
が
、
「
一
刻
も

早
く
身
元
を
特
定
し
て
、
家

族
の
元
へ
返
し
た
い
」
と
の
強

い
思
い
で
、
冷
静
に
遺
体
と
向

き
合
い
ま
し
た
。
鑑
定
を
行
う

中
で
は
、
作
業
に
必
要
な
備

品
の
不
足
や
指
揮
系
統
の
不

明
確
さ
な
ど
、
被
災
地
で
の

課
題
が
、
浮
か
び
上
が
っ
て

き
た
そ
う
で
す
。 

こ
の
経
験
か
ら
、
同
じ
く
被

災
地
で
活
動
し
た
歯
科
医

と
、
災
害
な
ど
の
緊
急
事
態

を
想
定
し
た
鑑
定
の
体
制
構

築
を
目
指
す
団
体
「JU

M
P

（
日
本
身
元
不
明
・
行
方
不

明
者
対
策
チ
ー
ム
）
」
を
立
ち

上
げ
、
今
後
は
団
体
の
活
動

に
も
積
極
的
に
注
力
し
て
い

く
考
え
で
す
。 

歯
は
、
人
体
の
組
織
の
中
で

最
も
硬
い
た
め
、
腐
敗
な
ど
の

影
響
を
受
け
に
く
く
、
身
元

特
定
の
「最
後
の
と
り
で
」の
よ

う
な
存
在
。
近
い
将
来
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
も
予
測

さ
れ
る
中
、
団
体
設
立
の
意

義
は
大
き
く
、
今
後
の
動
向

を
注
目
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。 

 

海
の
安
全
・
キ
レ
イ
な
海
を

守
り
た
い
！
を
モ
ッ
ト-

に
２

０
１
９
年
、
『
ブ
ル
ー
ラ
イ
ジ
ャ

ケ
！
』は
栗
山
幼
稚
園
の
友
だ

ち
家
族
を
中
心
に
発
足
し
ま

し
た
。
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の

普
及
と
海
ご
み
の
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
場
所

は
、
自
分
た
ち
が
よ
く
遊
ぶ
地

域
の
海
で
す
。
主
に
庵
治
町
の 

鎌
野
海
水
浴
場
や
牟
礼
町
の

海
岸
で
す
。
１
～
２
ヶ
月
に
一

度
、
約
１
時
間
程
度
の
清
掃

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

清
掃
活
動
の
記
録
と
海
で

拾
っ
た
ご
み
を
使
っ
て
出
来
上

が
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
紹
介
、
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
こ
と
を
ま

と
め
た
ス
テ
キ
な
冊
子
が
出

来
ま
し
た
。 

海
洋
環
境
問
題
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
キ
ッ
カ
ケ
に
な

っ
た
り
、
自
分
た
ち
も
や
っ
て

み
た
い
と
思
う
人
が
増
え
、
地

域
に
根
ざ
し
た
清
掃
活
動
が

行
わ
れ
る
事
に
つ
な
が
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

交
通
安
全
母
の
会
の
お
誘

い
を
受
け
、
牟
礼
小
学
校
の

運
営
委
員
が
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
し

ま
し
た
。
「地
域
の
方
が
い
つ
も

私
た
ち
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
け
れ
ど
、
私
た
ち
小
学

生
に
も
地
域
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
は
あ
る
」
と
呼
び
か
け
る

と
、
５
・
６
年
生
の
約
半
数
が

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

４
月
８
日
に
は
国
道
を
行

く
車
に
向
け
て
手
に
手
に
プ

ラ
カ
ー
ド
を
持
ち
、
地
域
の

方
々
や
中
学
生
と
共
に
、
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。 元

気
な
地
域
、
安
心
安
全

な
社
会
は
、
一
人
ひ
と
り
の

意
識
と
行
動
で
作
っ
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。
行
動
に
移
し
て
く
れ
た
次

世
代
の
４６
人
を
誇
り
に
思
い

ま
す
。 

稽古は週 2 回（火・金）、18：30

～牟礼総合体育館２F で行って
おります。 

問合せ先 090-7789-2106（中村） 

３
月
20
日
に
牟
礼
町
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
主
催
の
「
防
災
に
つ

い
て
楽
し
く
学
ぶ
親
子
イ
ベ

ン
ト
」を
行
い
ま
し
た
。 

最
初
に
、
子
ど
も
た
ち
は

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
楽
し
み
、
そ

の
間
、
保
護
者
は
避
難
所
で

使
う
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
設
営

を
体
験
し
ま
し
た
。 

次
に
、
様
々
な
色
の
ロ
ウ
を

層
状
に
し
て
固
め
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
親
子
で
作

成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
停
電
が

発
生
し
た
時
の
灯
り
と
し
て

使
用
で
き
ま
す
。 

最
後
に
、
防
災
マ
ッ
プ
を
見

な
が
ら
親
子
で
避
難
場
所
や

経
路
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
災

害
時
に
家
族
と
連
絡
が
取
れ

な
く
な
っ
た
時
の
避
難
場
所

を
決
め
ま
し
た
。 

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
中

高
生
が
主
体
で
行
う
防
災
イ

ベ
ン
ト
は
子
ど
も
た
ち
が
防
災

の
重
要
性
に
つ
い
て
深
く
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。 

 


